
国
会
事
項

人
事
異
動

平成™›年œ月Ÿ日 火曜日 第œ� ›号官 報
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区

上
愛
子
字
田
子
上

二
四
番

一
号
か
ら
三
号
ま
で

新
川
字
佐
手
山

二
九
番
五
二
七

四
号

二
九
番
五

五
号

二
九
番
一

七
号
か
ら
十
五
号
ま
で

五
番
一

十
六
号
か
ら
四
十
一
号
ま
で

八
番
一

四
十
二
号

八
番
二

四
十
三
号
及
び
四
十
四
号

五
番
一

四
十
五
号

宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
秋
保
町
長
袋
字
舘
ヶ
澤

七
三
番

六
号

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

湯
向
沢

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
二
十

六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
二
十

六
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
秋
保
町

湯
元
字
青
木

三
三
番
二

一
号
か
ら
六
号
ま
で

三
三
番
一

七
号
か
ら
九
号
ま
で

三
八
番

十
号
及
び
十
一
号

三
二
番

十
二
号
か
ら
十
六
号
ま
で

三
一
番
一

十
七
号
か
ら
二
十
号
ま
で

湯
向一

九
番

二
十
一
号
か
ら
二
十
五
号
ま
で

二
〇
番
一
七

二
十
六
号

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

居
護
谷
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

イ

次
に
掲
げ
る
土
地
並
び
に
こ
れ
ら
の
土
地
に
接

す
る
河
川
及
び
道
路
の
う
ち
そ
の
接
し
て
い
る
区

間
の
河
川
敷
及
び
道
路
敷

鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町
大
字
坂
本

字
居
護
谷

三
六
〇
番
か
ら
三
六
二
番
ま
で

字
居
護

三
七
二
番
か
ら
三
七
六
番
ま
で

ロ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
イ
に
掲

げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町
大
字
坂
本

字
居
護

三
七
一
番

一
号

字
居
護
谷

三
六
二
番

二
号
及
び
三
号

三
六
一
番

四
号

三
五
九
番

五
号

三
六
〇
番

六
号

ハ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
七
号
か
ら
十

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
七
号
と
十
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
イ
に
掲

げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町
大
字
坂
本

字
居
護
谷

三
六
二
番

七
号
及
び
十
号

字
上
野

四
〇
九
番
一

八
号
及
び
九
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
三
十
八
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

深
谷
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

イ

次
に
掲
げ
る
土
地
並
び
に
こ
れ
ら
の
土
地
に
接

す
る
河
川
及
び
道
路
の
う
ち
そ
の
接
し
て
い
る
区

間
の
河
川
敷
及
び
道
路
敷

鳥
取
県
倉
吉
市
山
根

字
喜
助
谷

五
四
番
二
か
ら
五
四
番
四
ま
で

字
太
平

五
五
番
七
七

六
九
番
三

六
九
番
一
四
か
ら
六
九
番
一
七
ま
で

字
入
堂
谷

八
一
番

八
四
番

八
四
番
一
及
び
八
四
番
二

字
鳥
ヶ
玉

一
一
一
番
一

ロ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
イ
に
掲

げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

鳥
取
県
倉
吉
市
山
根

字
喜
助
谷

五
三
番
一

一
号

五
四
番
一

二
号

字
太
平

五
五
番
三
九

三
号

五
五
番
七
七

四
号

六
九
番
三

五
号

六
九
番
九

六
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
三
十
九
号

踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
安
設
備
の
整

備
に
よ
り
改
良
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
踏
切
道
を
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定
し

た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

１
．
踏
切
遮
断
機
を
設
置
す
べ
き
踏
切
道

事
業

者
名

線
名

踏
切
道
名
称

富
山
地
方
鉄
道
株
式
会
社

立
山
線

千
垣

筑
豊
電
気
鉄
道
株
式
会
社

筑
豊
電
気
鉄
道
線

森
下
８
号

九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

久
大
線

下
丸

〃
〃

久
井

〃
大
村
線

惣
原

衆

議

院

質
問
書
提
出

五
月
二
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
四
年
度
「
行
政
評
価
等
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
関

す
る
質
問
主
意
書
（
橘
慶
一
郎
提
出
）

参

議

院

質
問
主
意
書
転
送

五
月
二
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し
た
。

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
直
接
処
分
コ
ス
ト
の
試
算
隠
L
問

題
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
福
島
み
ず
ほ
提
出
）（
第
九

二
号
）内

閣

国
務
大
臣

小
宮
山
洋
子

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
古
川
元
久
海
外
出
張
不
在
中
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
担
当
及
び
科
学
技
術

政
策
担
当
）
事
務
代
理
を
命
ず
る
（
四
月
二
十
七
日
）

〇
外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

外
務
大
臣
玄
葉
光
一
郎
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条

の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
外
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大

臣
に
指
定
す
る

〇
文
部
科
学
大
臣
臨
時
代
理

同

小
宮
山
洋
子

文
部
科
学
大
臣
平
野
博
文
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十

条
の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
文
部
科
学
大
臣
の
職
務
を
行
う

国
務
大
臣
に
指
定
す
る
（
以
上
四
月
二
十
八
日
）

〇
経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

細
野

志

経
済
産
業
大
臣
枝
野
幸
男
海
外
出
張
不
在
中
環
境
大
臣
細

野

志
海
外
出
張
出
発
ま
で
の
間
内
閣
法
第
十
条
の
規
定

に
よ
り
臨
時
に
経
済
産
業
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣

に
指
定
す
る

同

細
野

志

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
枝
野
幸
男
海
外
出
張
不
在
中
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
細
野

志
海
外
出
張
出
発
ま
で
の
間
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣（
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
担
当
）

事
務
代
理
を
命
ず
る

同

松
原

仁

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
自
見
庄
三
郎
海
外
出
張
不
在
中
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
金
融
担
当
）
事
務
代
理
を
命
ず
る

〇
文
部
科
学
大
臣
臨
時
代
理
解
職

同

小
宮
山
洋
子

文
部
科
学
大
臣
平
野
博
文
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の

規
定
に
よ
る
臨
時
に
文
部
科
学
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務

大
臣
と
し
て
の
指
定
を
解
く
（
以
上
四
月
二
十
九
日
）

（
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
付
）
文
部

科
学
事
務
官

山
田
総
一
郎

内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
内
閣
官
房
副
長

官
補
付
））の
併
任
を
解
除
す
る

内
閣
官
房
地
域
活
性
化
統
合
事
務
局
参
事
官
を
免
ず
る

（
東
京
地
方
裁
判
所
判
事
補
・
東
京

簡
易
裁
判
所
判
事
）
判
事
補
兼
簡

易
裁
判
所
判
事

長
瀬

貴
志

願
に
依
り
本
官
並
び
に
兼
官
を
免
ず
る
（
以
上
四
月
三
十

日
）

〇
総
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

小
川

敏
夫

総
務
大
臣
川
端
達
夫
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条
の

規
定
に
よ
り
臨
時
に
総
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣

に
指
定
す
る

Ÿ
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